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日々是好日 

いつも大変お世話になっております。 

 

 

2 月のことになりますが、弊社ではマーケティング

資料や消費者レポートを自由に試読できる『閲覧会』

を 3日間にわたって開催しました。 

弊社としては初となる試みのため、当初は運営方法

や集客数など色々と不安や課題も多かったのですが、

当日は予想を超える多くの方々にご来場いただきま

した。 

 

参加者の方からは、「図書館のように自由に閲覧で

きるのがよい」「普段紹介されるレポート以外も見れ

るのがよい」といったお声をいただき、私たちにとっ

ても多くの「気づき」を得ることができました。誠に

ありがとうございました。 

今後はこうしたお客様との接点をもっと増やして

いきたいと思っていますので、引き続きよろしくお願

いいたします。 

 

Topics 

Health 

Vol.2 

2017  March 

さて、今年の 1月から始まったこの『Communication 

Magazine』ですが、今回でようやく 2回目となります。

内容についてまだまだ不十分ながら、幸いにもすでに

何人の方からは「楽しく拝見しましたよ」「別の部署に

も送ってください」などのお言葉をいただき、大変嬉

しく思います。 

今後さらなる内容の充実化のため、何かお気づきの

点やご要望などございましたら、どうぞお気軽にご連

絡いただけますと幸いでございます。 

 

また 4 月には、「ロコモティブシンドローム市場の

実態と展望」と「健康食品の通販事業戦略調査」の 2

冊を発刊する予定にしています。どちらも約 2年ぶり

のリニューアルで、弊社のヒット商品となっていま

す。内容にご興味のある方はぜひお気軽にお問合せく

ださい。 

 

 

それでは今月号もどうぞお楽しみください。 

（松） 
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今月の気になる業界ニュース 

■DgS市場、5.9％増の拡大 

日本チェーンドラッグストア協会によると、2016 年度のドラ

ッグストア市場は 15 年度比 5.9%増で好調に推移する見込

み。 

同市場は調査を開始した 2000 年度より 16 年連続でプラ

ス成長を果たし、いまや百貨店市場を上回っています。なか

でも 2016 年度はインバウンドの影響もあり 8 年ぶりに 5％以

上の成長が見込めるなど好調ぶりがうかがえます。 

 

■アンファー、食品事業に本格着手 

「スカルプ D」で有名なアンファーはこのほど、食品ブラン

ド「ドクターズ ナチュラルレシピ」を立ち上げ、食品市場に本

格参入を果たしました。 

同社はかねてより“予防医学”をコンセプトに事業を推進し

てきましたが、今回もその一環。当初はウェブサイトを軸に、

健康の維持に役立つグラノーラやオリーブオイルといった食

品を展開し、初年度 1億円の売上を目指す考えです。 

 

■ファンケル、「えんきん」で若年層の獲得へ 

「えんきん」は、40代以降の中高年層をターゲットにマス広

告を積極的に展開したことが奏功し、初年度の売上は 35 億

円に到達。今期も 55 億円の売上を見込むなど売上を大きく

伸ばしています。 

来期（2018年 3月期）に向けてさらに飛躍を目指すため、

同社は 20～40 代のスマホユーザーに向けて「スマホえんき

ん」を投入。初年度 10 億円、ブランド全体で 70 億円を目指

す考えです。 

 

■トライステージ、通販漢方市場に参入 

テレビショッピングなどの通販事業を手掛けるトライステー

ジは、2016 年に設立した子会社（日本ヘルスケアアドバイザ

ーズ）を通じて、国産漢方製剤を中心に通販チャネルで展

開する計画。ターゲットは中高年層で、3 年後の売上目標は

15億円とのことです。 

ここ 1 ヶ月ほどの間に発表があった、ヘルス業界に関するニュースを簡単にご紹介いたします。 

詳細についてさらにお知りになりたい場合は、お気軽にお問い合わせください。 
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■脂肪対策成分が機能性受理 

MGファーマの独自成分「グロビン由来バリン－バリン－チ

ロシン－プロリン」が「血中の中性脂肪の上昇を抑える」機能

性関与成分として受理されました。 

「グロビン蛋白分解物」はすでにトクホ認定を受けていま

すが、機能性表示食品としては初となります。 

 

■武田薬品、中国 OTC市場に参入 

武田薬品工業は、主力ブランドの「アリナミン」を軸に中国

の OTC 市場に参入します。同社はすでに中国で医療用医

薬品を販売していますが、OTCでは初とのことです。 

「アリナミン」は現在、台湾をはじめ、韓国や香港などのア

ジア圏で販売され一定の知名度を獲得しています。同社は

中国本土にも投入することで海外事業／OTC事業のさらな

る拡大を図っていく意向です。 

 

■森永乳業、サプリ上市 

森永乳業は、体の衰えが気になる女性をターゲットに「森

永乳業のサプリメント」シリーズを発売し、サプリメント市場に

本格参入を果たしました。 

同社はこれに先立つ 2016 年 10 月に「大人のための粉ミ

ルク」を通販限定で発売しましたが、今回のサプリメントは同

社としては初めてドラッグストア向けの商品となっています。 

 

■オルビス、カードからアプリへ 

オルビスは、今年の 2 月からスマホアプリの配信を開始。

これまで全国の直営店で使えるポイントについては、カード

で管理していましたが、今後は徐々にアプリへの切り替えを

進めていく予定です。 

（森） 



 

今月の気になる新製品 

■ユーグレナ、「ユーグレナの緑汁」から粒タイプ

（2月 1日） 
2012年に販売を開始した「緑汁」の粒状サプリメント。ユー

グレナとクロレラを配合し、簡便性に特化した新商品です。 

 

■日本ハム、ヨーグルト風味のパウダー発売 

（2月 15日） 
同社中央研究所で研究を行っているイミダゾールジペプ

チドを 1 包に 250 ㎎配合した粉末サプリメント。自社が一貫

して品質管理を行い、ヨーグルト風味に仕上げました。アスリ

ートからアクティブに毎日を過ごした人など、幅広い層に向

けた商品です。 

 

■ヤクルト、アクティブシニア向けサプリ発売 

（2月 27日） 
「5-ロキシン＆Ⅱ型コラーゲン」は主にアクティブシニア向

けのサプリメントです。1日摂取目安量 6粒当たり、ハーブ素

材ボスウェリアセラータ樹脂抽出物（5-ロキシン）100 ㎎、軟

骨成分Ⅱ型コラーゲン 100㎎、オリーブ葉抽出物 10㎎を配

合しています。 

 

■ライオン、鎮痒消炎薬 2品目を発売（3月 1日） 
同社は鎮痒消炎薬として「メソッド WO クリーム」「メソッド 

シート」を発売しました。2 つの鎮痒成分（ジフェンヒドラミン、

クロタミトン）と非ステロイド性抗炎症成分（ウフェナマート）が

痒みや炎症に効果を発揮します。なお、「メソッド WO クリー

ム」は第 2 類、「メソッド シート」は第 3 類にそれぞれ区分さ

れています。 

 

■ゼリア新薬、「ヘパリーゼ」ブランドのライン拡

充（3月 1日） 
同社は、主力である「ヘパリーゼ」ブランドより「ヘパリーゼ

ドリンクⅡ」と「ヘパリーゼ Hi プラス」を上市しました。「ヘパリ

ーゼドリンクⅡ」は肝臓水解物を主成分とし、3種類の生薬を

配合しています。また、「ヘパリーゼ Hi プラス」については肝

臓水解物に加え、トシシ、イカリソウなど 6種の生薬成分を含

有しています。 

今月発売される新製品の中から、注目の商品をご紹介いたします。 
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■佐藤製薬、軟膏タイプの口内炎治療薬 

（3月 7日） 
「アフタガード」は、抗炎症作用をもつトリアムシノロンアセ

トニドを配合した口内炎治療薬。基剤が水分と反応しゼリー

化することで、患部を刺激から保護します。 

 

■メタボリック、低糖質プロテインパウダー発売 

（3月 13日） 
「エンナチュラル 植物性プロテインダイエット」は低糖質

の植物性プロテインパウダー。1 杯 15g 当たりに蛋白質を

7.85g配合しています。アーモンドを使用しており、合成保存

料、合成着色料、合成甘味料は不使用です。 

 

■ライオン、「青汁＋緑花のチカラ」を通販限定で

発売（3月 14日） 
「青汁＋緑花のチカラ」は顆粒タイプの青汁飲料。大麦若

葉・クマザサ・明日葉・桑の葉の 4 つの青汁成分に、茶花エ

キスを 1本当たり 100㎎配合しています。 

（丸） 



 

 

※ヘルスクレームについては、複数訴求 

している場合、1 つ 1 つカウントしている。 

そのため、グラフの構成比の合計は

100%以上となっている。 

※成分が複数の場合は 

1 つ 1 つカウントしている。 

今月の「機能性表示食品」の動向 

2017年 1・2月に消費者庁から公表された機能性表示食品の受理製品は 132品目で、合計受理品目数は 741品目となりま

した。 

ヘルスクレーム別にみると、「糖の吸収抑制」が 20品目でトップ。同訴求の商品は「脂肪」と「糖」のWクレームの商品が多く、

これに「血圧調節」を加えたトリプル訴求の商品も新たにみられました。また、「大人のカロリミット（ファンケル）」では、「糖と脂肪

の吸収を抑える」ほか、「脂肪を代謝する力を高める」機能も表示しています。 

このほか、複数のヘルスクレームを訴求している商品をみると、今までは 1つの成分で 2～3個のヘルスクレームを謳うケース

（例：難消化デキストリンで「糖」「脂肪」「整腸」など）が多かったですが、最近では訴求の異なる成分を 2 種以上配合し、2 つ以

上のクレームを謳うケース（アントシアニンとイチョウ葉で「目の健康」と「記憶力維持」等）が増えてきています。 

今話題のヘルスケアに関連した情報を、毎月まとめてお届けいたします。 
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2017年 1-2公表分 
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（清） 
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今月の「まとめてみました」 

第 2回となる今回は「スーパーフード」についてまとめてみました。 

近年、モデルのミランダ・カーや女優のグウィネス・パルトローといったハリウッドセレブが SNS で宣伝したことが起因し、全世

界で大きな注目を集めているスーパーフード。 

 

日本スーパーフード協会によると、スーパーフードは栄養バランスに優れ、一般的な食品より栄養価が高い食品であること。

あるいは、ある一部の栄養・健康成分が突出して多く含まれる食品であること。②一般的な食品とサプリメントの中間にくるような

存在で、料理の食材としての用途と健康食品としての用途をあわせもつもの、と定義されています。 

 

年々、認知度の向上が進むスーパーフード市場。国内における規模はまだまだ小さいですが、機能性の高さや摂取の手軽

さなどから、若い女性を中心に今後もさらなる拡大が見込まれるでしょう！ 

このコーナーでは、健康食品関連のアイテムやプロモーション、企業動向などをさまざまな切り口でまとめてご紹介

いたします。 
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（丸） 

スーパーフード 

＜主なスーパーフード一覧＞ 

主なスーパーフード 特 徴 

アサイー 
 アマゾン川流域が原産地のヤシ科の植物。ビタミンやミネラル、ポリフェノールを豊

富に含んでいる。 

キヌア 
 ヒユ科アカザ亜科アカザ属の植物で南米アンデス山脈などで栽培される雑穀の一

種。低 GI食品としても人気。 

ココナッツ 
 ヤシ科の単子葉植物であるココヤシの果実。ココナッツオイルは中鎖脂肪酸の含

有率が高く、ダイエット向けである。 

スピルリナ 
 螺旋状の形をした緑色の微細藻類。蛋白質やビタミン、ミネラル、グリコーゲン、食

物繊維などを豊富に含んでいる。 

チアシード 
 シソ科サルビア属ミントの一種であるチアの種。大量の水分を吸収する特徴があ

り、主にダイエット食材として用いられる。 

マカ 
 南米ペルーのアンデス高地で栽培されているアブラナ科の植物。必須アミノ酸やビ

タミン、ミネラルなどが豊富である。 

 



 

今後の発刊予定 
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検 索 TPCビブリオテック 

お気軽にお問合せください！ 

今後の発刊予定 

ヘルス分野では、健康食品やサプリメント、OTC などを中心に、「腸内環境改善」「オーラルヘルスケア」「ロコモ」

「シニア」「機能性表示食品」「抗糖化対策」「ブレインフーズ」といった幅広いテーマで調査を行い、多くの資料を発

刊しています。 

市場調査レポート 

2017年 ロコモティブシンドローム市場の実態と展望 2017年 4月発刊予定 

2017年 健康食品の通販事業戦略調査 2017年 4月発刊予定 

消費者調査レポート 

スキンケア医薬品のターゲティング調査 2017年 4月発刊予定 

ご予約特典！ 
発刊日前日までにご購入頂いたお客様には 

PDF版を収録した CD-ROM（通常価格 10,000 円+税）を無料進呈致します。 

今月の TPC資料のご案内 

今回ご紹介する TPC ヘルスケアコンシューマ―レポート

は「糖」と「脂肪」に関するものです。 

いずれも機能性表示食品が多数発売され注目されていま

すが、弊社では「トクホ VS 機能性表示食品」をひとつの切

り口として、両者の違いなどを分析しています。 

 

最新の「糖」対策レポートのデータをほんの一部ご紹介す

ると、「食事の糖の吸収」と「血糖値の上昇」のどちらが気に

なるかとの質問に対しては、「食事の糖の吸収」と答えた

人は 66.2％で、「血糖値の上昇」（33.9％）よりも気にかけら

ヘルス分野における新刊レポートをご案内いたします。 
ご試読・ご購入のご要望などございましたら、お気軽にお問合せください。 

「糖」対策の商品ニーズ調査 

れています。また、購入ポイントが「トクホだから」と答えた

人は 52.4％で「機能性表示だから」（25.7％）よりも多く、トク

ホ人気が根強いことも確認できました。 

 

同レポートでは、各ブランドの利用状況や商品評価などを

通じて「強み」「弱み」を分析しており、今後の戦略データとし

てご活用いただけます。詳細内容についてご興味の方は清

水・森井まで気軽にご連絡くださいませ。 

（森） 

年齢とともに変化するニーズ：「食べたい」

「痩せたい」「予防したい」 

「脂肪を減らす」 商品の 
摂取実態とニーズ探索調査 

“価格”、“おいしさ”、“効果”「機能性表

示」「トクホ」「OTC」の強みや差が明らかに 
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